
　令和５事業年度の通常総代会を右記の日程で開催いたします。

公 　告
開催日時 : 令和 5 年 5 月 22 日㈪午後１時～
開催場所 :「朝日生命ホール」 大阪市中央区高麗橋４丁目２番 １６ 号

大阪朝日生命館８階　　　　　　　「通常総代会」開催
令和５事業年度

※京阪・Osaka Metro（御堂筋線）淀屋橋駅 南改札を出て「12 番出口　朝日生命館
　（朝日生命ホール）連絡口」から直結
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．
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２
号
議
案　

令
和
４
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．
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写真撮影時のみマスクを外しています

　本大会は、令和 5 年 10 月 24 日㈫広島県広島市で開催される「第 51 回全日本美容技術選手権大会」への大阪府代表選手選考会も兼ねています。

◆◇◆詳細はメール便に同封のチラシをご覧ください◆◇◆

第 61 回 大阪府美容技術選手権大会 出場選手募集

募集要項
番
号 競技種目 競技

時間
控室作業

（下ごしらえ） モデル エントリー料 電源

全
国
大
会
選
考
種
目

① ヘアスタイル（クリエイティブ・ファッション） 30 分 なし ウィッグ 指定 6,000 円 ウィッグ代別 ○

② フリースタイルカット（トレンドスタイル） 40 分 なし モデル 6,000 円 ― ○

③ カット＆ブロー（モードスタイル） 40 分 なし ウィッグ 指定 6,000 円 ウィッグ代別 ○

④ 花嫁化粧着付　白掛下着付 / 帯結びは文庫 20 分 長襦袢着付迄
（80 分） モデル 8,000 円 ― ―

⑤ 中振袖着付　※着物は黒地以外、帯飾り不可
ＴＭモード：107 回「碧天」「輝輝」/106 回「奏海」「流麗」 20 分 衿とじ（25 分）

長襦袢着付迄（80 分） モデル 8,000 円 ― ―

⑥ ネイルアート 専用ボックスにて事前に作品作成 チップ 指定なし 3,000 円 指定ケース代含 ―

⑦ 洋装ブライダル
メイク・ヘア

の仕上げ
30 分

メイク（30 分）
ドレスフィッティング（10 分） モデル 8,000 円 ― ―

一
般
出
場
種
目

⑧ カット（サロンスタイル）（デザインは自由） 30 分 なし ウィッグ 指定なし 6,000 円 ― ―

⑨ ヘアアレンジ
[ テーマ：成人式・パーティヘア等 ] ／新日本髪は除く 30 分 なし ウィッグ 指定なし 6,000 円 ― ○

⑩ 留袖着付 20 分 長襦袢着付迄（15 分） ボディ 指定 12,000 円 ボディ代含 ―

⑪ 中振袖着付 25 分 長襦袢着付迄（15 分） ボディ 指定 12,000 円 ボディ代含 ―

日　　時　令和 5 年 7 月 3 日㈪　 開場 11：30　開会 12：00（予定）
会　　場　大阪国際交流センター
　　　　　（〒 543-0001 大阪市天王寺区上本町 8-2-6　 ☎ 06-6772-6729）
申込締切　令和 5 年 5 月 31 日（水）事務局必着
　　　　　【締切後の申込みは受付できませんのでご了承ください。】
　　　　　※申込書・エントリー料ともに 17：00 受付締切 

参加資格　大阪府内サロンの美容師の皆様（オーナー・スタッフ） 
　　　　　※美容師免許取得者
　　　　　組合加入サロン以外のご参加も可能です。
㊟全日本美容技術選手権大会へ出場頂く場合は、組合加入が必要です。
種目　下図参照

　訪問美容とは、美容所以外で行う美容業務です。

●美容所賠償責任補償制度においては、政令で規定している
「疾病その他の理由により、美容所に来ること
ができない者に対して美容を行う場合」や社会
福祉施設等入所者への訪問美容などの美容所以
外で業を行う場合は対象となります。

●婚礼その他の儀式に参列する者や、演劇・映画の出演者等に
対する訪問美容は美容所賠償責任補償制度では対象になりま
せん。

※訪問美容が可能な条件は、都道府県等条例で規定されており、
内容および手続きが異なりますので、各美容組合にご確認く
ださい。

訪問美容の補償範囲

■訪問美容を行う際、美容業務における不注意でお客さまに
ケガをさせたり、お客さまの衣服を汚したり、預かり品を
こわしたりした場合、対象となります。

■お客さまの送迎中の自動車事故、政令および都道府県等条
例で定められていない訪問美容による事故は対象外です。

対象
●施術中にハサミでお客さまにケガをさ

せた。
●施術中にお客さまの体を動かした際に、

不注意によリケガをさせた。
●施術のため、車イスのお客さまを移動

中※に不注意でケガをさせた。（注）

※施術場所での移動。別の部屋からの移動
は対象外。

●薬液の使用を誤り、お客さまの身体に
損傷を与えた。

●施術中に、薬液等でお客さまの衣服を
汚した。

●施術の補助者（家族、ヘルパー等の付
添人等）の衣服を汚した。

●施術する社会福祉施設等やお客さまの
居宅の床を薬液等で汚した。

●施術のため、一時的に預かったお客さ
まのメガネを破損させた。（注）

など

対象外
✖ お客さまの送迎時の事故
　（例）自動車でお客さまを店舗に送迎

中、交通事故を起こしてケガをさせた。
　※自動車保険でのお支払い対象のため。
✖ 婚礼その他の儀式に参列する者に対

してその儀式の直前に美容を行う場合
　（例）結婚式場へ行って、婚礼の出席

者に着付をした際、着物を汚してし
まった。

✖ 政令および都道府県等条例で定めら
れていない美容所以外での美容業務に
よる事故

など

訪問美容で対象となる事故、対象とならない事故について

（注）平成 29 年 9 月 1 日更新契約より実施
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澤
田　

佐
々
木
先
生
と
は
、
講
習
会

や
Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
大
阪
発
表
会
の
ス
テ

ー
ジ
で
一
緒
の
舞
台
に
立
つ
等
、
組

合
内
外
問
わ
ず
お
互
い
に
講
師
と
し

て
長
年
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

我
々
は
大
学
の
美
容
科
の
非
常
勤
講

師
に
な
り
共
に
１２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

佐
々
木
先
生
は
講
師
の
傍
ら
、
最
近

で
は
カ
ラ
ー
専
門
店
を
出
店
さ
れ
る

な
ど
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
溢
れ
、

益
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受

け
ま
す
が
、
何
歳
ま
で
美
容
師
を
続

け
ら
れ
る
の
か
等
将
来
の
展
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

私
は
サ
ロ
ン
の
経
営
と
技

術
者
の
二
刀
流
で
８０
歳
ま
で
は
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

場
で
の
仕
事
が
好
き
な
の
で
、
体
が

元
気
な
う
ち
は
美
容
師
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

澤
田　

生
涯
現
役
と
い
う
お
考
え
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
私
も
健
康
で

お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
限
り

現
役
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

最
近
、
カ
ラ
ー
専
門
店
を
オ
ー
プ

ン
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
店
さ
れ
た
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

今
後
の
ト
レ
ン
ド
を
ふ
ま

え
、
カ
ラ
ー
専
門
店
を
支
店
と
し
て

出
店
し
ま
し
た
。

　

お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
絞
り
込
み
、

私
自
身
が
メ
イ
ン
で
働
く
の
で
は
な

く
、
ス
タ
ッ
フ
主
体
で
働
け
る
環
境

を
考
え
て
店
舗
設
計
か
ら
力
を
入
れ

ま
し
た
。
シ
ャ
ン
プ
ー
台
は
自
動
シ

ャ
ン
プ
ー
マ
シ
ン
（
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ

ン
ト
株
式
会
社
の
ア
ク
ア
フ
ォ
ル

テ
）
を
２
台
導
入
し
、
手
洗
い
と
ス

パ
モ
ー
ド
な
ど
の
自
動
洗
髪
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は
ス
ッ
キ
リ

す
る
と
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

私
が
、
支
店
で
仕
事
を
す
る
と
き

は
、
カ
ラ
ー
専
門
店
で
あ
り
な
が
ら
、

カ
ラ
ー
の
他
に
も
カ
ッ
ト
や
ア
レ
ン

ジ
ス
タ
イ
ル
等
も
し
て
ほ
し
い
と
オ

ー
ダ
ー
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
、
ご
要

望
に
お
応
え
し
て
い
る
と
施
術
内
容

が
増
え
忙
し
く
な
り
、
嬉
し
い
悲
鳴

を
上
げ
て
い
ま
す
。

澤
田　

大
学
の
美
容
科
の
非
常
勤
講

師
を
さ
れ
て
お
り
、
２０
歳
前
後
の
学

生
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

佐
々
木　

自
分
の
娘
の
よ
う
な
年
齢

の
方
々
と
接
す
る
の
で
、
私
自
身
は

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
さ
せ
な
い
為
に
、
常
に
新
し
い

技
術
を
身
に
つ
け
感
性
を
磨
く
よ
う

に
し
て
お
り
、
自
分
自
身
も
勉
強
に

な
り
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
次

世
代
に
技
術
を
継
承
し
、
後
世
に
繋

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

澤
田　

長
年
に
わ
た
り
組
合
の
理
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
組
合
や
支
部

で
の
活
動
を
通
じ
て
感
じ
る
事
や
思

う
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ

い
。

佐
々
木　

理
事
会
で
は
、
意
見
を
言

い
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
様
々
な

事
業
で
変
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
い

分
野
の
講
習
会
を
実
施
し
た
り
、
技

術
委
員
会
廃
止
に
向
け
た
検
討
委
員

会
や
本
部
組
合
員
検
討
員
会
の
立
ち

上
げ
等
に
よ
り
、
組
合
の
新
規
加
入

促
進
と
脱
退
を
減
ら
す
た
め
の
対
策

を
話
し
合
う
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
理
事
会
で
様
々
な

意
見
を
出
し
合
い
事
業
運
営
を
し
て

　組織強化（組合加入促進）におけ
るデジタル化推進説明会に参加させ
て頂き、用意していただいた資料の
熱量から、デジタル化への取り組み
に向けた連合会の熱意を感じ取るこ
とができました。内容を深く理解し
ていくために、整理していきたいと
思います。
　先ず、デジタル化とはどういうこ
とを指すのか？自分の意見をまとめ
てみたいと思います。

　デジタル化というと、非常に効率
良く、コストは低く、欲しい情報に
届くシステムを私は思い描きます。
　組織に於いては、多種多様な情報
を管理し、IT を理解し、適宜活用
できるシステムの導入をはかること
が出来たなら、組織にデジタル化を
もたらしていると言える気がします。
　ですが、資料を読んでいた時に、
気になる一文を見つけました。
　「ビジネスモデルの変革につなが
るような IT 投資であることが求めら

れる」
　これは、デジタルトランスフォー
メーション（DX）の説明の最後の
方に書かれています。
　デジタル化には、投資という概念
も必要なのだと気づかされる一文で
した。
　それを踏まえますと、私の考えに
は「投資」の要素が足りません。
　「生産性の向上」という、投資し
た先の利益が見えにくいと考えられ
ます。
　将来的な「生産性の向上」の為に、
今の資源を投入する。その為のツー
ルとして IT を活用する。
　そういった IT 投資の方法を見い
だし、未加入サロンにとって利益と
なる事象を伝えることが出来れば、
それは加入促進につながるのではな
いでしょうか。
　組織強化において、組合加入を促
進して組合員を増やす事が必須であ
ることは理解しています。
　「多くの組合員が集う組織である

ことが、美容組合の力の源泉であり、
美容師という職業を守るために必要
なのです。」と資料にも書かれてあ
ります。
ですが、現在の状態といえば、組合
員数の減少を止められません。
　そんな状態の中でも福岡県と徳島
県の例では、未加入のサロンを訪問
し、対面する事によって加入が増し
ているという事実もあります。
　だとすれば、福岡県と徳島県の成
功事例の中に、加入促進につながっ
た要因が有るはずです。
　その事例に併せて、訪問し対面を
する以外の要因も見つけ出し、加入
促進を高める要因として共有できる
ように、組合の環境を整えることも
課題かと考えます。
　加えて、コミュニケーション・広
報・広告等の PR 能力値の高い人材
への投資も、効率よく進めるには必
要と思います。
　その場合にかかるコストは、投資
として将来の生産性向上につながれ
ば良いのではないでしょうか。
　生産性向上＝組合加入促進、更
に＝ PR の成功と考えますと、多く
の企業では、PR を成功させるため、
成約率（CVR）に重きを置いている
と思います。

　対面による加入促進の成功事例が
あるとはいえ、47 都道府県組織全
体としての加入成約率が向上するよ
うな対策を急いで構築し、CVR か
ら弱点を見いだし、都度プランを見
直していく必要を強く感じます。
　エンドユーザーを意識した B to 
B・B to C への PR が、デジタル化
を推進することで成功していけば、
美容師の方々に美容組合の存在価値
が増し、加入促進へとつながってい
くのではないでしょうか。
　また、ある程度のデジタル化が浸
透するまでは、連合会の役割がたい
へん重要だと思います。
中央集権的に情報を集めて精査し、
国の助成金などの制度も利用しなが
らコスト面も支え、成果を共有し、
組織強化へとつなげる。
私たちの努力は間違いなく必須です
が、メンターのような役割が存在し
て、導き手となってくださることも、
成長の過程には必要かと思いました。

　このまとめが正解というわけでは
ないと思いますから、これからも、
デジタル化を導入するにあたって更
なる知見を深めたいと思います。
　良い機会に恵まれました。

組織強化委員　萩平 浩一
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大阪美容組合 理事
佐々木 秀樹氏

組織強化（組合加入促進）における
デジタル化推進説明会の考察
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～新規加入サロンのご紹介～
令和 5 年 2 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日

支部 オーナー サロン名

北 池 田  宗 範 Sugar

四條畷 丸 島  寛 之 YBz YANCHABOHZU

お友達のサロンで組合未加入サロンがございましたら
ご紹介ください。

組合加入のご説明およびパンフレットの送付を
ご希望の場合は、組合事務局までお知らせください。

組合事務局　TEL：06-6245-2612　
　　　　　　　　　　　MAIL：baosaka@atlas.plala.or.jp

New Member

＜1.協議承認事項＞
第１号議案　全美連総合福祉共済制度割戻率について承認を求める件（継続審議）
第２号議案　令和４年度ブロック会議費について承認を求める件
第３号議案　令和５年度役員費用弁償額について承認を求める件
第４号議案　美容技術選手権大会着付部門チャレンジプログラム開催について承認

を求める件
第５号議案　美容技術選手権大会ヘア部門チャレンジプログラム開催について承認

を求める件
第６号議案　美容技術選手権大会洋装ブライダル部門チャレンジプログラム開催に

ついて承認を求める件
第７号議案　美容技術選手権大会チャレンジプログラム開催に伴う収支予算案につい

て承認を求める件
第８号議案　令和５年度組合加入推進活動実施に係る報奨金等の取扱いについて承

認を求める件
第９号議案　令和６年組合新年会開催日ならびに会場について承認を求める件
第10号議案　十二単衣展示講習会開催ならびに収支予算書案について承認を求める

件
第11号議案　令和５年度経営セミナー年間開催ならびに収支予算書案について承認

を求める件
第12号議案　第61回大阪府美容技術選手権大会運営委員ならびに告知チラシについ

て承認を求める件
第13号議案　令和５事業年度事業計画（案）について承認を求める件
第14号議案　令和５事業年度組合員に対する組合費の賦課額及び徴収方法について

承認を求める件
第15号議案　令和５事業年度会員に対する大美生火災共済会の会費の額及び徴収方

法について承認を求める件
第1６号議案　令和５事業年度大美生火災共済会収支予算（案）について承認を求め

る件
第1７号議案　令和５事業年度大美互助会収支予算（案）について承認を求める件
第1８号議案　令和５事業年度大阪府美容会館 会館管理賦課額及び徴収方法について

承認を求める件
第1９号議案　令和５事業年度大阪府美容会館収支予算（案）について承認を求める件
第２０号議案　令和５事業年度大阪府美容生活衛生同業組合収支予算（案）について承

認を求める件
第２１号議案　令和５事業年度大阪府美容生活衛生同業組合災害積立金の額及び徴収

方法ならびに収支計算書について承認を求める件
第２２号議案　令和５事業年度借入金の額について承認を求める件
第２３号議案　振興計画の変更認定申請について承認を求める件
第２４号議案　組合員管理システム再構築に係る簿外預金からの費用支出について承

認を求める件
第25号議案　組合員日帰り親睦旅行開催に係る事前アンケートについて承認を求め

る件
第26号議案　組合推薦商社の取り扱い条件について承認を求める件
＜2.報告事項＞
2 - 1　組合員訃報報告
2 - 2　支部徴収組合費一覧について
2 - 3　新型コロナウイルス感染症 感染症分類変更に伴う「職員就業規則第37・38

条」無効について
2 - 4　経営セミナー終了報告について
2 - 5　自主衛生管理講習会終了報告について
2 - 6　全美連「組合加入促進におけるデジタル化普及推進説明会」の報告について
2 - 7　大阪・近畿ブロック美容協議会 共済推進会議終了報告について
2 - 8　組合加入促進キャンペーン実績報告について
2 - 9　株式会社日本トリム整水器設置報告について
2-10　地下鉄等運賃変更に伴う交通費変更について

理 事 会 報 告令和４年度　第７回理事会　開催日　令和５年3月27日㈪

組合からのお知らせ
現在組合では、以下の講習会・セミナーの開催を予定しております。

開催案内チラシは、随時メール便にて御送付致します。
皆様のご受講お待ちしております。

※開催日時・テーマ等は変更となる場合がございますので、ご了承ください。

【広報経営事業 講習会】
経営セミナー（計 8回）

開催日 テーマ 受講料
第 1 回 令和 5 年 5 月 1 日㈪ 3 ステップ マネープランセミナー 2,000 円
第 2 回 令和 5 年 5 月 29 日㈪ 労務管理について 2,000 円
第 3 回 令和 5 年 6 月 26 日㈪ 集客力について / 特化メニューによる集客 2,000 円
第 4 回 令和 5 年 7 月 10 日㈪ 投資について 2,000 円
第 5 回 令和 5 年 8 月 7 日㈪ 労務管理について 2,000 円
第 6 回 令和 5 年 9 月 11 日㈪ 集客力について / サロンの強みを活かした集客 2,000 円
第 7 回 令和 5 年 11 月 6 日㈪ 集客力について / 集客に成功しているサロンの紹介 2,000 円
第 8 回 令和 5 年 11 月 27 日㈪ 労務管理について 2,000 円

経営セミナー『産学連携事業』（計 2回）
開催日 テーマ 受講料

第 9 回 令和 5 年 10 月 2 日㈪ 求人募集の仕方 2,000 円
第10回 令和 6 年 3 月 4 日㈪ 求人票の有効活用 2,000 円

【教育事業 講習会】
開催日時 講習会名 受講料

令和 5 年 6 月 12 日㈪
13 時～ 15 時半 十二単衣展示講習会

大阪美容組合員　　5,000 円
ビジター　　　　　5,500 円
美容学校生　　　　2,500 円

総合福祉共済支払実績
令和 5 年 2 月 1 日～ 3 月 31 日

死 亡 保 険 金 0 0
災 害 死 亡 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
入 院 給 付 金 1 27,004
共 済 金  合 計 1 27,004

結 婚 0 0
第 一 子 誕 生 1 100,000
子 供 誕 生 0 0
人 間 ド ッ ク 7 69,250
入 院 12 270,000
銀 婚 0 0
金 婚 0 0
還 暦 4 40,000
古 希 1 10,000
長 寿 0 0
配 偶 者 死 亡 0 0
特 別 給 付 金  合 計 25 489,250

合 計 26 516,254

全美連　休業補償共済制度
7月1日加入のご案内

掛金・申込書類提出締切：令和5年6月15日必着
※締切後の着金・書類提出の場合は、7 月 1 日付でご加入頂けませんのでご了承ください。

休業補償共済制度とは？
　病気やケガで仕事ができなくなったとき、最長 1 年間、
就業不能中の所得を補償します。加入日は 10 月、1 月、4 月、
7 月の年 4 回です。
　制度の詳細説明やパンフレットの送付をご希望の場合は、
組合事務局までお問い合わせください。

7月 1日
加入申込
〆切迫る !!

総合福祉共済制度

特別給付金

ご請求もれはございませんか？
　総合福祉共済制度加入日より 1年後から
結婚やご入院等の事由が生じたときにご請
求頂けます。
　請求権は事由が生じた日から 1年間です。
制度に関するお問い合わせや、パンフレッ
トの送付を希望の場合は、組合事務局まで
ご連絡下さい。
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